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脂質合成の場である⼩胞体は、様々なオルガネラとの間に脂質輸送・代謝
に働く膜接触部位を形成している。⼩胞体-ゴルジ体接触部位では、⼩胞体
膜タンパク質であるVAPやSac1がトランスゴルジネットワーク（TGN）
膜上のCERTやOSBPとの結合を介し、セラミドとコレステロールをゴル
ジ体へと輸送する。しかし、この⼩胞体-ゴルジ体膜接触がゴルジ体機能に
果たす役割はこれまでよくわかっていない。私たちは以前、TGNから細胞
膜への構成性分泌経路を仲介する新規輸送⼩胞CARTS（carriers of the 
TGN to the cell surface）を同定し、TGNでのCARTS形成ならびに
CARTS積み荷タンパク質ZG16B/PAUFのプロセシングに、上記の膜接触
を介した脂質輸送が必要であることを報告した。本セミナーでは、その分
⼦メカニズムに関する研究成果と膜接触部位新規構成因⼦の探索の試みに
ついて紹介する。�
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